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全国学力・学習状況調査の
結果について



全国学力・学習状況調査について

対象 国立・公立・市立学校

小学６年生 中学３年生 の全員（原則）

内容 ①教科に関する調査

国語Ａ・Ｂ 算数(数学)Ａ・Ｂ

※３年に１回、理科を実施

②児童・生徒に対する質問紙

学習意欲や方法、生活について

③学校に対する質問紙

指導方法や取組、教育条件の整備について

次期 ４月半ば（全国一斉に一日で実施）



海老名市全国学力・学習状況調査分析と公表

平成26年度～ 市として本格的な結果分析、公表を開始

《 分析・公表の目的 》

① ひとりひとりの児童・生徒が、自分自身を改善する。

②学校が指導の改善に生かす。

③海老名市教育委員会が教育施策の改善に生かす。

④保護者・市民に公表し、学習習慣や生活習慣の改善に

生かす。



海老名市全国学力・学習状況調査分析と公表

平成26年度～ 市として本格的な結果分析、公表を開始

《 公表の方法 》

① 市全体の分析を市教委が行い、ＨＰで公表

② 学校ごとの分析を小中学校が

行い、冊子で全学年保護者に

配付（ＨＰでも公表）



海老名市の児童生徒の状況

《 教科の状況 》

小学校小学校
全国と同程度 (±３％以内)で
やや下回っています
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海老名市 神奈川県 全国



海老名市の児童生徒の状況

《 教科の状況 》

中学校中学校
全国と同程度 (±３％以内)で
やや上回っています
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海老名市の児童生徒の状況

参加たいしょう
正答率 ３２．３％
(全国比 －９．７）

箱を おく
正答率 ７１．５％
(全国比 －５．３）

事 務 室 正答率 ８５．７％
(全国比 －３．１）

小学生の課題



海老名市の児童生徒の状況

運動会がえんき
正答率 ５１．８％
(全国比 －１０．５）

組織のき ぼ
正答率 ５８．３％
(全国比 －４．５）

水が 垂れる 正答率 ９３．０％
(全国比 －１．３）

中学生の課題



海老名市の児童生徒の状況

６＋０.５×２
正答率 ５５．８％
(全国比 －１０．８）

１００－２０×４
正答率 ７５．５％
(全国比 －５．４）

小学生の課題



海老名市の児童生徒の状況

22℃以上24℃未満の
階級の相対度数は？

÷

３÷３０＝０．１

正答率 ３４．４％
(全国比 －１１．１）

中学生の課題



海老名市の児童生徒の状況

【 国語Ａ 】

小学生の課題



海老名市の児童生徒の状況

【 国語Ａ 】

中学生の課題



海老名市の児童生徒の状況

小学校小学校

学習習慣は
良好です

生活習慣
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全国小学校 海老名市小学校
《 質問紙の状況 》



海老名市の児童生徒の状況

学校生活
学習習慣は
良好です

中学校中学校
生活習慣

学習習慣

TV、ゲー

ム、携

帯・スマ

ホ

自尊感情規範意識

学校生活

地域・社

会への関

心

全国中学校 海老名市中学校
《 質問紙の状況 》



今後のスケジュール等について

【１１月下旬 】

定例教育委員会にて公開内容の決定

【１２月中旬 】

学校ごとの冊子を配付

市ホームページに公開

市教委・学校が改善に取り組む



ご家庭でも

ご協力をお願いします

ご清聴ありがとうございました





部活動のあり方

について



平成２９年度

目 的

海老名市部活動検討委員会

を設置

海老名市立中学校におけるよりよい
部活動の在り方について検討協議
し、海老名市の方針を定めるための
報告書を作成する。



構 成

整形外科医師１名
体育協会代表１名
部活動外部指導者１名
ＰＴＡ会長１名 保護者代表２名
中学校長１名
運動部顧問２名 文化部顧問２名
教育部長・次長・教育支援課長

計１４名



検討内容

①部活動のねらいについて

②活動日数と活動時間について

③外部指導者について

④医療との連携について



保護者アンケート

《対 象》
市内６中学校の各学年１クラス（抽出）
約６００人の保護者

《回収率》
約８０％（４８４人）

《期 間》
平成２９年６月２９日～７月１０日



保護者アンケート 【結果の概要】

所属し

ている

所属し

ていな

い

部活動の所属

運動部

文化部

部活動の種類

29％

89％

11％

71％



保護者アンケート 【結果の概要】

１日 ２日

３日 ４日

５日

６日

７日

無解答

１週間の活動日数

０日

１日

２日

３日

４日

５日

無解答

１週間の朝練習

6％

31％

37％

14％

4％8％

1％4％
1％

18％

14％

22％

26％

13％

1％



保護者アンケート 【結果の概要】

多すぎる

現状で

よい

少なす

ぎる

活動日数について

長すぎる

現状で

よい

短すぎる

活動時間について

39％

50％

11％

59％

27％

14％



保護者アンケート 【結果の概要】

そう思う

少し思う

あまり思

わない

思わない

無解答

指導方法は適切と思う

ある

ない

部活動による故障の経験

38％

37％

17％

7％

77％

23％

1％



保護者アンケート 【結果の概要】

そう思う

少し思う

あまり思

わない

思わない

無解答

部活動は生活充実のため必要

75％

22％

2％

0％

1％



海老名市部活動のねらい

○自分の目標や課題に向かって粘り強く努力し、それを克服
して達成感や成就感を味わう中で、自主的に自分自身を高
めよりよくしようとする力を育てる。

○同じ目標に向かって、仲間とともにお互いに競い、励まし、
支え合って活動する中で、つながりを広げ、絆を深めること
の喜びを味わい、多くの人と進んでかかわり自分を発揮する
力を育てる。

○生涯にわたって、心と体の健康に関心をもち、主体的にさま
ざまな活動に取り組み、自分や自分たちの生活をより楽しく
豊かなものにしようとする力を育てる。



活動日数と活動時間について

【規定として】
〇週１日の休養日を設定する。
〇始業前の朝の活動は、週４日以内とする。
〇夏季休業中は、３日以上の連続休養日を設定する。

【配慮事項として】
〇土日の活動については、両日活動する場合でも、
どちらかは半日以上の休養時間を設定する。

〇長期休業中の活動については、終日活動の連続は
２日までとする。



活動日数と活動時間について

【管理方法】

①顧問は、月ごとの活動計画書を作成する。

②校長は、内容を確認し許可する。

③顧問は、活動計画書を生徒・保護者に配付する。



外部指導者について

「部活動専門指導員」の導入

《任用》・市教委が任用し、学校からの申請で派遣
・市教委、学校が主催する研修を受講

《役割》・顧問に代わって「活動計画」をたてたり
「校外活動の引率」を行ったり、すること
ができる。

※これまでの外部指導者は、
名称を「部活動サポーター」として派遣を継続



医療との連携について

「整形外科医師」の学校訪問

《内容》・中学校ごとに年１回の訪問
・｢身体の仕組み」｢ケガの防止と対応｣の講演

「スポーツトレーナー」の学校派遣

《内容》・中学生の身体の特徴にあわせた効果的な
トレーニング方法の指導

・ケガを防止するための方法の指導



スケジュール等

11月 第６回検討委員会「報告書完成」

１月 教育委員会定例会にて

「海老名市部活動方針(仮称)」決定
２月 一部試行開始

平成３０年度から全中学校が実施



今後とも部活動への

ご理解とご支援をお願いします

ご清聴ありがとうございました




